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第44回　一橋植樹会　総会議案
第１号議案　　平成28年度事業報告並びに

　　　　　　　　　　　　　　　決算報告承認の件

第２号議案　　役員改選承認の件　　　　

第３号議案　　平成29年度事業計画並びに
　　　　　　　　　　　　　予算承認の件

薬剤樹幹注入済み及び未処置のアカマツの配置図

アカマツの樹幹に薬剤を注入
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第１号議案　平成28年度事業報告
　平成28年度は７月に降雨による作業中断はありましたが、
９回の定例作業と２回の休日作業、更に一橋祭及び 
KODAIRA 祭準備作業と合計13回の公式作業を事故もな
く無事実施することができました。
　年々増え続ける学生の参加者にも支えられ、更には熱心
な卒業生有志による臨時作業の回数も増え、作業領域の拡
大と作業の質の深化もありました。これも国立キャンパス
の環境整備を楽しみながらも、緊張感を持って作業にあた
って頂いた、卒業生・教職員・学生及び関係者の皆様のお
陰と心より感謝申し上げます。
　今年度の目標として「植樹」と「安全」を掲げました。「植
樹」につきましては、武蔵野の雑木林復元のため西キャン
パスに大学提供の幼木を主体に合計48本の移植を実施し、
西キャンパス南西角には外部との遮蔽用としてシラカシ10
本を購入の上植樹しました。更に、西キャンパス法人棟の
斜め前にオオシマザクラの成木１本を「植樹会寄贈植樹」
として植樹しました。これは平成25年３月に西キャンパス
南西の空手道場の並びにヤマザクラを寄贈植樹して以来の
ことでした。
　「安全」につきましても今年度９台に増やした刈払機の
安全操作徹底の観点より、３回に亘り安全講習会を行ない
ました。

　近年、松枯れが顕著になってきています。母校の「一橋
の歌」にも謳われているアカマツは当初、国立・小平合わ
せて千数百本あったと言われますが、昭和46年調査では
1,000本にまで減少していました。平成４年２月には施工
対象755本の内643本に対し約1,600万円をかけて薬剤樹幹
注入が実施されましたが、その薬効は２年間でした。その
後も進む松枯れと小平と国立統合による建造物増築により
更に多くのアカマツが伐採され消滅しました。４年前には
大学は200万円をかけて薬剤の樹幹注入を実施しましたが、
残存する約400本に対し76本にしか実施できず対策は極め
て限定的でした。その薬効が４年で期限切れとなる今年度、
残存する貴重なアカマツ保全の為に、植樹会は一橋大学基
金を通じて植樹会活動目的にと卒業生より頂戴していた寄
附金の75万円の提供を申出ると共に、予算に対策費として
計上した50万円、更には３月に追加7.5万円の合計132.5万

円を大学への支援金として提供しました。大学の捻出され
た127万円と合わせて約260万円かけて99本のアカマツに薬
剤の樹幹注入が実施され、これで今後７年間は保ちますが、
未処置の231本が残りました。
　キャンパスは元より大学の管理下にあり、植樹会は基本
的にボランティア作業を通じて大学をサポートする立場に
あります。昨年来、学長を始め執行部の方々とも打ち合わ
せをする機会を頂き、これらの困難な課題について訴えて
参りましたので充分なご理解を頂けたと信じております。

１．ボランティア作業
⑴　活動実績
　予定通りに年間13回の定例作業（一橋祭と KODAIRA
祭の両委員会に協力する特別清掃作業を含む）を実施する
ことができました。参加者は延べ1,728人と前年比5.3%増
加し、10回以上実施した臨時作業への参加者数を加えると
延べ2,071人が母校の緑を守るために汗を流したことにな
ります。作業時間を今迄の１時間半から２時間に延長しま
したが、それでも予定した作業が定例作業日に完了しない
こともあり、臨時作業の回数を増やしてカバーしました。
　作業の内容としては、例年行っている作業の繰り返しが
中心ですが、例年行っていない瓢箪池周辺の雑木を大幅に
整理してすっきりとした風景にし、更に１、２月には大き
くなり過ぎた経済研究所南側の２本のウメと西プラザ北側
の１本のウメの剪定をしました。脚立を二つ使い、学生に
も協力して貰っての大作業でした。
⑵　休日作業
　春秋年２回の休日作業は６月25日（土）と10月29日（土）の
両日に実施、それぞれに161人と150人の多数の人に参加頂
き、作業を体験して貰うことが出来ました。未だ、仕事を
抱える現役の卒業生にリピーターが増え、又、新規の参加
者も増えつつあるのは休日作業を設けた趣旨から大変喜ば
しいことと受け止めています。
⑶　植樹作業
　キャンパス内で枯死・衰弱してしまった樹木の復元・更
新等のために、今年度も定例作業の中で植樹をおこないま
した。それとは別に、２月の定例作業日には、暫く行われ
ていなかった「植樹会としての寄贈植樹」を実施しました。
　４月15日　 西キャンパスのホッケー場東側にコナラ７本

クヌギ２本の苗床からの移植
　５月20日　 西キャンパスのホッケー場の東側にコナラ１

本、クヌギ７本、イロハモミジ８本を苗床か
ら移植

　６月26日　西キャンパス
　　　　　　① 陸上競技場と野球場の間にアカマツ２本の

移植、１本補植
　　　　　　② 国際交流会館の東側にアベマキ、クヌギ約

20本の移植
　10月29日　 西キャンパスの南西如意団道場裏にシラカシ

〈刈払機講習会〉
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10本を外部遮蔽用に植樹
　２月17日　 西キャンパスの法人棟の斜め前にオオシマザ

クラ（成木）１本寄贈植樹

　尚、毎年卒業生を支援して実施して参りました卒業記念
植樹は一旦企画されましたが、諸般の事情より実施に至り
ませんでした。そのため、過去10年間に亘り続いた卒業記
念植樹が途絶えたのは残念なことでした。
⑷　『国立キャンパス緑地基本計画レビュー』に沿っての
作業

　一昨年12月末に大学のご協力により冊子完成となった
『緑地基本計画レビュー』に基づき大学に提案した「新管
理計画案」は大学施設課とのワーキング・チームを立ち上
げその進め方に付いて検討を加え、着実に実施に移す予定
でいましたが、双方の都合により僅か１回の検討会で終わ
ってしまい、大きく立ち遅れました。
⑸　作業後交流会
　作業後の交流会には毎回多くの学生が参加します。殆ど
の学生は非会員でありながらボランティア作業に参加し、
労働の楽しみを体験した後に卒業生とも活発に歓談し年齢
を超えて同窓生が一体感を醸成する貴重な場として大いに
役立っています。それが又、新しい学生参加者を生み出す
源泉にも繋がっています。質素ながら季節の特徴を生かし
た企画により参加者に楽しんで貰えるよう努めました。

２．学生の主体的活動の推進
　学生理事は限られた時間の中で役割分担をしながら、会
の運営・活動に参画してくれました。中でも選ばれた学生理
事は幹事として毎月の幹事会にも出席し、会の運営に付い
て理解を深めながら都度学生の立場から提言をしています。
⑴　植樹会のアピールと学生の作業参加の促進
　嘗ては『一橋新聞』に広告を掲載し、定例作業日の告知
を行う一方で応援部の部員の協力を取り付けながら、学生
会員を募り、ボランティア作業に参加する学生を集めるの
に苦労した時代がありました。近年では一橋祭運営委員会、
KODAIRA 祭実行委員会とのコラボが進んで、両委員会
の委員が植樹会の学生理事も務め、フエイス・ブックも活
用し PRしてくれているので学生の作業参加者の基礎固め
が出来上がりました。加えて、体育会系クラブの部員も団
体で参加してくれるケースが多くこれも大きく寄与してい
ます。
　植樹会を知って、理解して貰う上では植樹会の寄付する

講義、「緑の科学」も大いに役立って居り、これら全ての要
素が上手く噛み合い良い方向に回転していると思われます。
⑵　学生理事の自主的活動
　一橋祭及びKODAIRA祭への植樹会としての参加は「森
のクラフト教室」企画を核として継続し、大学祭の人気企
画として定着しています。植樹会のブースで植樹会活動を
紹介するパネルの一部を更新しました。学生理事の発案で
スタートした「くにたちのお花畑」の運営もOB理事のサ
ポートを得て継続しています

３．組織強化活動
⑴　会員の状況
　植樹会活動の基盤の安定化と活発化を図る為に、引き続
き新規会員の増強に努めました。その為に、従来の個人会
員の入会増を狙う路線と並行して団体会員の入会をお願い
する方針の下、如水会本部の支援を得て手始めに如水会国
内支部の未入会74支部に働き掛けました。最終的に、個人
会員144名、団体会員12団体の新規入会に対し、物故者を
含む退会33名、見做し退会（３年連続年会費不払い）29名
を差引いた結果、実質的な個人会員の増加は82名でした。
勧誘活動の主な場は、５月のホームカミングデー（HCD）
と８回に亘る周年大会で合計109名に上る方に新規入会頂
きました。学生理事を含む幹事会メンバー全員が一丸とな
って活動した成果です。
⑵　組織強化
　一部会員の年会費不払いによる「見做し退会」処理は残
念ながら常態化して居り、今年度も該当人数を減らすべく
努めましたが29名がその対象となりました。
　一方、定例作業に参加される昭和50年前後卒業のリピー
ターが徐々に増え、年度半ばには幹事会に入り協力して下
さる方も出て来られ、徐々にですが待望の世代交代への流
れが見えてきました。

４．広報活動
⑴　如水会々報とホームページ
　「植樹会通信」は引き続き如水会々報内に確保された２
ページを使い、刷新された編集方針の下で約３万４千人の
如水会員に植樹会のボランティア作業の報告に止まらず、
キャンパスの歴史・自然、及びキャンパスの直面する課題
について深く掘り下げて発信しました。一方、文字数の制
約も無く、美しい写真を存分に活用できるホームページで
は、キャンパスの四季の移り変わりを多くの写真で紹介し
たり、松枯れ対策に付いてもキャンパスの維持保全上の象
徴的問題として提起しました。
⑵　その他の広報活動
　引き続き、学生向けに学生班と連携し一橋祭、KODAIRA
祭、HCD等のイベント時にも情宣活動を行いました。

５．寄附講義「緑の科学」

〈平成28年度植樹会による寄贈植樹〉
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　５年目に当たる今年度も前年度の経験を基に講座内容に
工夫を凝らして臨みました。座学中心であった初期に比べ
て、管理作業の実践や、観察、実習のコマ数を増やし受講す
る学生により興味を持って貰うように変えました。オリエ
ンテーションに集まった学生約260名から抽選で90名の受
講資格者に絞り込み、最終的には64名が受講しました。本講
義を通じて受講生が大学キャンパスの素晴らしさを知ると
同時に植樹会活動の意義を認識することにも繋がりました。

６．植樹会室の有効活用
　学内の正式名称が施設課分室の植樹会室は大学のご理解 
を得て平成21年３月に誕生しました。当初は植樹会活動に

携わる学生理事達に積極的に活用して貰おうとの意図から
スタートしましたが、その後、卒業生の幹事の打合せに、
或いは事務作業に、備え付けの PC のデータ・バンク化に
と徐々に植樹会の基地的性格を強めて来ています。この一
環で、今年３月に２台目の PC を導入しました。

７．キャンパス外活動 
⑴　６月１～２日の二日間、福嶋顧問ご指導の下、植樹会
から12人が参加して恒例の箱根坐忘山荘庭園の手入れを実
施しました。
⑵　毎年続けて来た学外研修は諸般の事情より実施出来ま
せんでした。

⑴　作業参加者の推移
平成26年度 平成27年度 平成28年度 対前年比増減

卒　業　生 　569 　578 　612 34
教　職　員 　 44 　 36 　 49 13
学　　　生 　699 1,027 1,067 40
計 1,312 1,641 1,728 87

１回当たりの
平近作業参加者数

　101
　（13回）

　126
　（13回）

　133
　（13回）

 7

＊ 平成28年度は天候に恵まれ、休日・定例作業11回（８月を除く）に一橋祭・KODAIRA祭準備の２回を加え合
計13回の作業をおこなった。

⑵　会員数の推移
会員種類 平成27年４月１日 平成28年４月１日 平成29年４月１日 対前年比増減
卒　業　生 1,334 1,363 1,445 72
教　　　員    48    49    50  1
職　　　員    36    36    32 －4
（小　計） 1,418 1,448 1,527 69
団　　　体    14    15    26 11
特　　　別 　　2 　　2 　　3  1
学　　　生    24    23    24  1
合　計 1,458 1,488 1,580 82

（有 料 会 員） 1,395 1,436 1,538 92
（免 除 会 員）    63    52    42 －10

＊免除会員⇒卒業後２年未満の卒業生会員＋特別会員＋学生
＊平成29年３月末現在、個人会員（卒業生、教員、職員）1,527名の内、終身会員数373名

⑶　卒業会員年次ブロック別会員推移表
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第３号議案　平成29年度事業計画

基本方針
１．昨年の総会で打ち出した「植樹」と「安全」の方針は
堅持しつつ、今年度は更に『緑地基本計画レビュー』の
第２次管理計画の着実な実施に向けて邁進します。

　　実施に当たって実務レベルでは、４月より年４回実
施予定の大学施設課と植樹会のワーキング・チーム
（WT、以下WTと表す）による検討会を通じ、相互に
方針を確かめ合いながら、第２次管理計画の PDCAサ
イクルを進めます。

２．財政基盤強化のために、引き続き個人会員増を図りつ
つ今年度も如水会支部を始めとして団体会員入会勧誘を
積極的に進めます。

３．アカマツの松枯れ対策については喫緊の課題として、
大学とも打ち合わせながら引き続き残り231本につき薬
剤樹幹注入に取り組みます。

４．学生団体との共同作業を拡大し、学生参加を促進しま
す。

５．30年先の植樹会運営の担い手として期待される平成
18年卒業の初代学生理事をヘッドにした元学生理事の
OB・OG会の組織化を目指します。

具体的活動計画
１．ボランティア作業
　『緑地基本計画レビュー』に基づく第２次管理計画の達
成に向け、WTの中でその進め方に付いて検討を行い、出
来ることから速やかに実施に移して行きたいと思います。
　WTでは植樹会で出来る作業と施設課が業者に委託する
作業の区分を明確にすることから始める必要があります。
　予見される大きなポイントは第２次管理計画推進の上で
必要となる多量の衰弱した高木（３年前の調査では約150
本）の伐採です。大学の許可と必要費用の捻出が求められ
ます。低木であれば植樹会の手で伐採可能ですが、成長し
きった高木の伐採と処理は業者に委ねざるを得ません。こ

れに付いて大学のご理解とご配慮をお願いして参ります。
⑴　定例の月例作業と交流会は例年通り13回を予定します。
その内、７月22日（土）、10月21日（土）の２回は、大学のご
協力を得て休日作業として実施する予定です。
　草木の繁茂する夏季を中心に必要に応じて機動的に臨時
作業も行います。
⑵　WTでの検討を通じて、今年度の植樹を中心とした作
業の計画を策定し実施して参ります。
　昨年度に施設課が業者に伐採させたアカマツ等の跡地に
新たな補植を行う事、未だ元気なアカマツを生かす対策、
雑木林の維持、大学の購入済の苗木の活用等は植樹会の担
う役割と心得て進めます。

〈伐採されるアカマツ〉

〈アカマツを育苗地から掘起して移植〉
〈新植栽木分布図〉
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⑶　昨年度の課題として採り上げた“松枯れ蔓延の防止”
はその経験から残りの231本への薬剤の樹幹注入に700万円
前後の予算が必要と判断されます。
　大学の苦しい台所事情は理解しますが、処置が遅れれば
その間に松枯れが進行するのは過去の教訓から明らかです。
大学に英断を期待する一方植樹会としても昨年度同様最大
限の協力をする所存です。
⑷　作業の安全を第一とし、機械・用具類の充実と保守点
検に留意しつつ作業効率の向上に努めます。
⑸　作業の現場では低木の剪定作業にも前向きに取り組み
たく剪定作業経験者の増員を図ると共に現存スタッフのス
キル・アップに努めます。
⑹　大学祭のみならず体育会部活施設や諸クラブ周辺の整
備作業への支援を継続・拡大しながら学生の作業参加増に
努めて参ります。

２．学生の主体的活動の推進 
⑴　元学生理事の組織化実現に努めます。
　在学中、学生理事として尽力してくれた若い世代の卒業
生達には年２回の休日作業や大学祭の行事への参加を促し、
現在の植樹会活動を推進する執行部及び学生理事との絆を
確かなものにすることを狙いとし、その延長線上で彼等に
「未来の植樹会幹事団」の中核を担って貰いたいとの願い
があります。
⑵　学生の作業参加への働きかけの継続
　学生の作業参加者は年々増え続けて居りキャンパスの環
境維持・保全に欠かせぬ一大戦力に成長しました。引き続
き、一橋祭運営委員会、KODAIRA 祭実行委員会、クラ
ブ等との連携を保ちながら更に実効を上げるべく努めます。
⑶　大学祭には既に定着した「森のクラフト教室」を核と
して、引き続き植樹会として参加して参ります。
⑷　「くにたちのお花畑」は園芸を愛好する学生にもボラ
ンティアとして参画してもらうことも視野に入れながら、
継続します。
⑸　10年間続いて来た卒業記念植樹は昨年度途切れました

が、今年度再開の可否を検討します。

３．組織強化活動
　近年、決算監査の際には毎回、監事より年間500万円台
の水準の支出を伴うボランティア活動を行う団体としては
繰越金が200万円台にとどまって居り財政基盤が未だ脆弱
とのご指摘を受け続けて来ました。支出には工夫しながら、
一方で周年大会での新規入会勧誘活動を継続、収入増を図
る努力を続けていますが、今年度も個人並びに団体会員の
入会促進に注力すると共に広範囲に寄付を募ることも検討
して参ります。
　又、ボランティア作業の現場及び会の執行機関である幹
事会に新しい血を絶えず導入できるよう休日作業等の機会
を利用しながら不断の努力を続けて参ります。

４．広報活動
⑴　如水会々報・ホームページ
　引き続き内容の充実、植樹会活動・キャンパスの状況を
生き生きとお伝えするべく努めます。特に、如水会々報内
の「植樹会通信」では如水会員に向かって情宣の媒体とし
ての価値を一層高めるべく工夫を凝らして参ります。
⑵　その他の広報活動
　学生向けの広報は引き続き学生班と連携し活動への参加
呼び掛けます。

５．寄附講義「緑の科学」の継続
　過去５年間の経験の積み重ねにより講座内容は略完成に
近づいたと判断しています。４学期制へ移行する初年度の
今年は講義時間が90分から105分にと15分間延びる要素を
有効活用し、フィールドワークの内容を高めるべく努めま
す。

６．キャンパス外活動 
　６月上旬に恒例の箱根坐忘山荘の庭園の手入れを行う予
定です。

〈７月ラグビー場整備作業後〉

〈キャンパス・ツアー〉
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平成29年度一橋植樹会幹事会組織（案）
　　
　　
１．企画・統括班　正）大池理事（副会長・経理担当）
　　◎企画・総務グループ
　　　　　　正）高橋理事（総務担当）
　　　　　　　　担当： 事業計画立案、予算・決算、幹事会、総会、大学・如水会折衝窓

口、休日作業の企画
　　
　　◎組織・統括グループ
　　　　　　正） 秦理事（周年大会担当・緑の科学バックアップ）、飯塚理事候補（会員・

会費管理担当）
　　　　　　　　担当： 組織強化、卒業生・教職員・団体・特別会員（除学生）会員の増

強、会費の管理、会員名簿の作成と改訂、寄付講義（緑の科学）
のバック・アップ。

　　
２．学生班　正）河村理事
　　　　　　　　長谷川理事、保坂理事
　　　　　　　　担当： 学生会員の勧誘、作業参加促進、交流会活性化、一橋祭・KODAIRA

祭への参加、学生会員の名簿管理、学生植樹会の支援。 
　　
３．広報班　正）樋浦理事（副会長・緑の科学・植樹会通信担当）
　　　　　　　　高場理事、谷中理事候補（HP担当）
　　　　　　　　担当： HP の更新および案内、如水会会報への投稿、小冊子・チラシの

作製、学生会による学内誌との連携、寄附講義（緑の科学） 。
　　
４．作業班　正）徳永理事（副会長）
　　　　　　　　 樋口理事、五島理事、柳原理事、小槙理事候補、大川理事候補、山口理

事、善宝理事、飯塚理事候補（兼務）、
　　　　　　　　担当： 定例作業の企画、案内と実施、用具備品の購入・管理、安全対策、

交流会の準備と実行、植樹計画の立案、保険（傷害、自賠責）に
関する事項。 

　　
５．会長特命案件（無任所）　西村理事、　林理事（休会中）



【平成28年度キャンパス全域活動エリアマップ】

平成29年度休日作業日程：７月22日（土）、10月21日（土）

その他の月は原則として第３金曜日に開催ですが、
大学のスケジュールとの兼合いで変更となる場合があります。

詳細は、植樹会のHP「一橋植樹会」で検索してお確かめください。

皆様の参加をお待ちしています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Uncoated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /Amienne
    /Amienne-Bold
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /Arnprior
    /Batang
    /BatangChe
    /Baveuse
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /Biondi
    /Biondi-Light
    /BirchStd
    /BlackoakStd
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Boopee
    /Boopee-Bold
    /BrushScriptStd
    /BurnstownDam
    /Byington
    /Byington-Bold
    /Byington-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CarbonBlock
    /Catriel
    /Catriel-Bold
    /Catriel-BoldItalic
    /Catriel-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /Dotum
    /DotumChe
    /EarwigFactory
    /EccentricStd
    /EstrangeloEdessa
    /EuphorigenicS
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HeavyHeap
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HoboStd
    /HurryUp
    /Huxtable
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /Kartika
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /Kredit
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /Latha
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /Ligurino
    /Ligurino-Bold
    /LigurinoCondensed
    /Ligurino-Italic
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MesquiteStd
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /Mufferaw
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Neuropol
    /NewsGothicMT
    /NewsGothicStd
    /NewsGothicStd-Bold
    /NewsGothicStd-BoldOblique
    /NewsGothicStd-Oblique
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PlanetBenson2
    /PMingLiU
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pupcat
    /Raavi
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /StencilStd
    /Stereofidelic
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Tandelle
    /Tandelle-Bold
    /Tandelle-BoldItalic
    /Tandelle-Italic
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vrinda
    /Waker
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


